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図 1 バンピー成分の大きさによるトロイダル電流の変化(a)ECH 放電(b)ECH+NBI 放電 . 
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環状プラズマにおけるトロイダル電流は運転領域や MHD 平衡・安定性を変化さ

せる可能性があり、電流制御は閉じ込め磁場生成にトロイダル電流を必要としない

ヘリカル装置においても重要であると考えられている。それは、トロイダル電流と

してブートストラップ (BS)電流等の非誘導電流がヘリカル装置でも流れることが

確認されているためである。ヘリオトロン J は磁場配位の可変性を持った装置であ

り、磁場のバンピー成分のみを選択的に変化させることができる。本研究ではトロ

イダル電流の挙動を理解することを目的として、バンピー成分の変化に対するトロ

イダル電流の変化を加熱条件の違いに分けて実験的に検証した。 
図 1 は電子密度        での(a)ECH 放電と(b)ECH+NBI 放電において

バンピー成分を変えたときのトロイダル電流の変化を示している。バンピー成分は

2 組のトロイダルコイル電流比(TA:TB)で制御している。□は新古典理論に基づく

計算コード(SPBSC code[1])による BS 電流の理論予測値を、◆と●はそれぞれの加

熱条件での実験値を示す。ECH の入射方向はトロイダル方向に対し垂直に入射さ

れている。(a)を見ると実験値は全体として BS 電流の理論予測値程度のトロイダル

電流が観測されているが、TA:TB=5:3 配位でモデル計算とのずれが見られる。また、

(b)では実験データが BS 電流の理論予測値と比べて、各配位で正の大きな値をとっ

ていることが分かる。これは、予測される大河電流の方向と一致している。 
また、低電子密度                の ECH 放電において、トロイダル電流の方

向に逆転が見られた。これはプラズマの径方向電場の影響を無視した BS 電流の理

論予測とは逆向きであり、径電場の影響が考えられる。 
詳細は講演にて発表する。 
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